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河
内
長
野
市
は
大
阪
市
か
ら
30
分
の
住

宅
都
市
と
し
て
大
規
模
団
地
造
成
で
、
人

口
が
増
加
し
、
11
万
人
で
あ
る
。

　

財
政
健
全
化
に
向
け
、
人
件
費
抑
制
に

取
り
組
ん
だ
。
水
道
事
業
で
は
、
業
務
が

増
加
す
る
中
で
、
滞
納
整
理
を
解
決
す
る

に
は
、
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
窓
口
部

門
の
民
間
委
託
を
検
討
し
た
。

　

業
務
内
容
の
総
点
検
の
結
果
、
業
者
に

委
託
し
て
も
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
確

保
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
さ
ら
に
、

お
客
様
の
対
応
に
専
任
者
を
配
置
し
、
迅

速
な
対
応
を
可
能
に
し
た
。
委
託
に
よ
り
、

滞
納
繰
越
収
納
率
が
平
成
16
年
度
の
56
％

か
ら
平
成
17
年
度
に
は
65
％
に
上
昇
し

た
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
、
平
成
９

年
か
ら
開
始
し
、
件
数
で
全
体
収
納
割
合

の
８
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
受
託
先
社

員
が
市
庁
舎
で
業
務
を
行
う
こ
と
と
個
人

情
報
の
管
理
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
の
対

策
を
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
。　
（
信
太
）

◆
視
察
月
日　

５
月
17
日
〜
19
日

◆
視
察
市　

大
阪
府
和
泉
市

　
　
　
　
　
　

大
阪
府
河
内
長
野
市

◆
視
察
項
目

・
下
水
道
事
業
会
計
の
公
営
企
業
化

・
合
併
浄
化
槽
に
関
す
る
補
助
制
度

・
水
道
施
設
の
耐
震
化

・
上
下
水
道
料
金
に
関
す
る
施
策

　

大
阪
府
和
泉
市
は
大
阪
市
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
、
人
口
が
ふ
え
続
け
、
18
万

人
で
あ
る
。
下
水
道
は
全
人
口
の
84
％
の

普
及
率
で
あ
る
。
能
代
市
が
目
指
し
て
い

る
下
水
道
事
業
会
計
の
公
営
企
業
化
を
平

成
23
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

　

公
営
企
業
化
を
、
下
水
道
事
業
法
適
化

実
行
計
画
書
で
位
置
づ
け
、
平
成
17
年
度

に
一
律
20
％
増
の
料
金
改
定
し
た
こ
と
が

は
ず
み
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
度

に
は
、
水
道
部
と
下
水
道
事
業
担
当
２
課

を
統
合
再
編
し
、
企
業
会
計
へ
移
行
す
る

た
め
の
基
盤
が
構
築
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
公
営
企
業
化
に
当
た
っ
て
、

解
決
す
べ
き
課
題
は
多
く
、
移
行
し
た
場

合
の
収
支
の
見
通
し
を
立
て
、
公
営
企
業

化
の
実
行
部
隊
を
組
織
し
、
下
水
道
台
帳

を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
。
ま
た
、
移
行
後
の

総
務
部
門
と
経
理
部
門
を
組
織
化
す
る
た

め
、
事
前
の
職
員
研
修
や
事
務
引
継
ぎ
を

十
分
に
行
っ
た
。

の
意
見
が
多
い
。

【
合
併
特
例
債
の
活
用
】
外
構
工
事
な
ど
、

本
体
工
事
以
外
の
経
費
が
か
か
る
た
め
、

庁
舎
建
設
基
金
残
高
の
範
囲
内
で
の
整
備

は
困
難
で
あ
り
、
合
併
特
例
債
を
活
用
す

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
民
懇
話

会
の
理
解
は
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る

が
、
そ
の
場
合
で
も
、
自
己
負
担
は
最
小

限
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
大
勢
で

あ
る
。

【
職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
と
の
整
合
性
】

現
在
、
同
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

庁
舎
整
備
基
本
計
画
の
策
定
に
間
に
合
う

よ
う
ま
と
め
上
げ
た
い
。

【
庁
舎
面
積
の
考
え
方
】
職
員
１
人
当
た
り

の
庁
舎
面
積
の
設
定
な
ど
は
、
非
常
に
重

要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
昨
年
ま
で

使
用
さ
れ
て
い
た
地
方
債
の
基
準
に
よ
る

標
準
面
積
な
ど
を
参
考
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
必
要
な
面
積
の
積
み
上
げ
な

ど
も
検
討
し
た
い
。

【
二
ツ
井
町
庁
舎
の
活
用
】
建
設
事
業
費
の

削
減
に
つ
な
が
る
が
、
一
方
で
事
務
効
率

の
悪
化
や
経
費
の
か
か
り
増
し
な
ど
が
心

配
さ
れ
る
た
め
、
実
態
調
査
を
行
う
な
ど
、

活
用
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

【
事
業
単
価
】
こ
れ
ま
で
、
試
算
の
た
め
に

１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
30
万
円
と
い
う

単
価
を
使
用
し
て
き
た
。
地
方
債
の
取
り

扱
い
が
改
正
さ
れ
、
適
正
な
事
業
単
価
で

あ
れ
ば
、
す
べ
て
起
債
の
対
象
に
な
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
本
単
価
は
、
そ
の
範
囲

内
に
あ
り
、
こ
の
後
も
大
き
く
違
っ
て
く

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
旧
渟
城
第
二
小
学
校
の
取
り
扱
い
】
庁
舎

整
備
と
の
か
か
わ
り
で
、
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
10
月
の
素
案
の
説
明
の
段
階
で
は
、

方
向
性
を
示
し
た
い
。

　

庁
舎
整
備
に
か
か
わ
る
事
務
の
調
査
に

お
い
て
、
当
局
か
ら
、
庁
舎
整
備
市
民
懇

話
会
の
開
催
状
況
や
議
会
議
事
堂
耐
震
補

強
概
算
工
事
費
の
ほ
か
、
こ
の
後
の
庁
舎

整
備
基
本
計
画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
考
え
方
な

ど
を
順
次
説
明
し
た
後
、
10
月
に
は
素
案

を
説
明
、
11
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
説
明
会
を

開
催
し
、
12
月
定
例
会
で
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
説
明
し
た
い
、
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
以
下
は
質
疑
に
対
す
る
答
弁

の
概
要
で
す
。

【
議
会
議
事
堂
の
整
備
手
法
】
幾
つ
か
の
選

択
肢
が
考
え
ら
れ
る
が
、
８
月
ま
で
に
は

あ
る
程
度
絞
り
込
み
、
９
月
定
例
会
で
は

方
針
を
示
し
た
い
。

【
東
日
本
大
震
災
の
影
響
】
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
が
、
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
現
在
、
秋
田
県
で
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
本
市
の
防
災
計
画
も
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
庁
舎
整
備
に
お
い
て
も
、

そ
の
検
討
経
緯
な
ど
を
十
分
に
反
映
す
る

よ
う
に
し
た
い
。

【
庁
舎
の
木
造
・
木
質
化
】
建
築
基
準
法
の

規
定
に
よ
り
、
一
定
の
延
べ
床
面
積
を
超

え
る
と
、
木
造
の
場
合
は
、
大
断
面
集
成

材
の
使
用
な
ど
が
必
要
に
な
り
、
コ
ス
ト

面
や
技
術
面
か
ら
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
整
備
市
民
懇
話
会
で
も
理
解
を
得
ら

れ
た
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、「
木

都
」
と
い
う
地
域
性
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、

最
低
で
も
木
質
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と

常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

建

設

委

員

会

下
水
道
事
業
会
計
の
公
営
企
業
化

上
下
水
道
料
金
に
関
す
る
施
策

庁
舎
整
備
特
別

　
　
　
　

委
員
会
調
査
報
告

和泉市議場にて


